


























































後半 5 回分はマーケティング・リサーチ演習で構成されている。全 15 回の内容は、以下に示
した通りである。（表 1）









AL 型マーケティング教育単元別興味・関心度」、「⑨受講後の AL 型マーケティング教育単元
別興味・関心度」、「⑩受講後の単元別 AL 型マーケティング教育の理解度」、「⑪受講後の単
元別 AL 型マーケティング教育の満足度」、「⑫ AL 型マーケティング教育の総合的な役立ち
度」、「⑬ AL 型マーケティング教育が役立つ具体的な内容」、「⑭ AL 型マーケティング教育
方法に関する他科目への適用可能性」という 14 の項目にて構成している。



















表 2.  調査仮説
仮説 1 は、AL 型授業を受講する前よりも、受講した後の経営学関連科目への関心度が向上
することを検証するため、「AL 型授業受講前よりも受講後の経営学関連科目への興味・関心
度は向上する」と設定した。
次いで仮説 2 は、AL 型授業を受講すると、受講前よりも効果が高いということを検証する




そして仮説 4 は、AL 型授業を受講すると、受講前の期待度よりも満足度が高まることを検
証するため、「AL 型授業受講前の期待度よりも、受講後の満足度は高くなる」と設定した。
また仮説 5 は、AL 型授業の受講は将来的に役に立つということを検証するため、「AL 型授
業は将来的に役立つ」と設定した。








「やや興味・関心があった」等の興味・関心度は 64.5% であったのに対して、AL 型マーケテ
ィング教育の受講後には 87.1% と 22.6 ポイント上昇している。特に「非常に興味・関心があ
った」から「非常に興味・関心を持った」割合が伸びている。（図 1）














































い」と「7. 発生した課題を解決する能力を身に付けたい」が 3.58 という結果であった 6。（図 3）

























付けたい」が 3.35 という結果であった。（図 4）
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1.00 1.50 2.00 2.50 3.00 3.50 4.00 4.50 5.00
「受講前の期待度」と「受講後の効果」という 2 群に分け、1 から 10 の各項目の平均値の差
を検定するためｔ検定を実施した。この結果有意な差があったのは、「4. 物事を自分の言葉で
説明できる力を身に付けたい」であり、期待度の方が効果よりも有意に大きい結果となった




げたい」、「5. 学生間で教え合い理解を深めたい」、「9. 倫理観を身に付けたい」、「10. 学習の方
法や習慣を身に付けたい」等の項目で効果が期待を上回った。「学習意欲の喚起」に属する全












































































































































































































































































36.7% であり、「やや役に立つと思う」を合算すると、実に約 80% の高さとなっている。この
事実は、当該の教育が、非経営学系大学生であっても、将来的に役に立つことを表す証左で
あると考えられる。（図 11）











今回の AL 型マーケティング教育の内容が役に立つとされる局面としては、「7. 就職後の業
務」と回答する割合が 54.8% と最も多く、関連する内容として「6. 就職活動（35.5%）」等を






























が、実際は 64.0% と非常に高い評価となっている。この事実から、他の既存科目に AL 型教
育を適用しても十分な効果が見込まれることが想定される。（図 13）
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仮説 4 として設定した、「AL 型授業受講前の期待度よりも、受講後の満足度は高くなる」
という検証項目については、特にチュートリアルセッション形式により実施する分析系の教
育コンテンツへの期待度は高く、満足度も同様に高いということが確認された。
次に仮説 5 として設定した、「マーケティング教育に係る AL 型授業は役に立つ」という検
証項目については、AL 型による実践的なマーケティング教育を受講することが、自身にとっ
て将来的に役に立つと感じていること等が明らかになった。
そして最後に仮説 6 として設定した「AL 型授業は、他科目でも役に立つ」という検証項目
については、非経営系大学生は、他科目において AL 型授業を展開しても効果が期待できる
と感じているといった重要な事項が得られた。
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6　5 段階尺度（5 件法）による評価結果であり、「非常にそう思う」を 5、「ややそう思う」を 4、「どちらとも
言えない」を 3、「あまりそう思わない」を 2、「全くそう思わない」を 1 として算出した平均値を用いてい
る。

